
●その１．剣術演武＆公開講座「戦国期の宍戸氏と毛利氏」
・日時：11月18日（日）13：00～15：30
・場所：甲田文化センター(ミューズ）ホール
・講師：秋山伸隆氏（県立広島大学宮島学センター　特任教授） 
・剣術演舞：貫心流（宍戸家俊祖）至誠会  ※申込不要、参加無料

●その２．公開講座「宍戸司箭の実像を探る」
・日時：12月２日（日）13：30～15：30
・場所：安芸高田市民文化センター　4階小ホール
・講師：末柄　豊氏（東京大学史料編纂所　准教授）
・申込：11月18日（日）より受付開始、参加無料（定員80人）

●その3．ロビートーク「前期宍戸氏を語る」
・日　時：12月８日（土）14：00～15：30  
・場　所：当館ロビー
・語り手：吉野健志氏（東広島市教育委員会）※11/18（日）より受付開始

●その4．探訪ツア―Ⅰ「バスで廻る宍戸氏ゆかりの地」
・日　時：11月10日（土）13：30～17：00
・見学地：宍戸元家墓～宍戸元源墓・柳ヶ城跡～天叟寺跡・宍戸隆家墓
・案　内：秋本哲治（安芸高田市教育委員会）
・申　込：10月16日（火）より受付開始（定員20名）
※要参加費2,000円（詳細はお問い合わせ下さい）

●その5．探訪ツア―Ⅱ「五龍城跡を歩く」
・日　時：11月24日（土）13：30～16：00
・見学地：五龍城跡（集合場所：甲田文化センター　ミューズ）
・案　内：秋本哲治（安芸高田市教育委員会）
・申　込：10月30日（火）より受付開始（定員20名）
※参加無料　

問合せ・申込：安芸高田市歴史民俗博物館　電話：0826-42-0070
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　戦国時代初頭、安芸毛利氏と隣接した甲立荘の領主であった安芸宍戸氏。毛利氏と対立した時期もあり
ましたが、毛利元就の娘と宍戸隆家の婚姻により同盟関係を結びました。それを契機として安芸国人領主から
毛利氏の一門としての地位を確立したのはこの隆家の時代でした。宍戸氏は、吉川氏、小早川氏に次ぐ4本
目の矢として毛利一族の飛躍を支えていきました。
　平成３０年（2018）はその隆家の誕生から500年。それを記念して宍戸氏をテーマとした初の企画展を初開
催します。宍戸氏に関係する、重要文化財８点を含む貴重な資料を一堂に展示し、隆家を中心としたもう一つ
の安芸高田の戦国史を探ります。その他、宍戸家俊など宍戸氏に関係する人物を紹介します。

宍戸元家御座備図　当館蔵
※資料保護のため、全期間展示されないものもあります。

右田毛利家文書
豊臣秀吉朱印消息

個人蔵
　秀吉が宍戸元続室と考
えられる女性に宛てた手紙

山内家文書
宍戸隆家同元孝連署状（部分）

天正８年（1580）
個人蔵

　宍戸隆家父子が備後の山内氏
へ宛てた起請文

木造　烏天狗像
延享３年（1746）
宍戸司箭神社蔵

（11月4日より展示）
　宍戸司箭神社は宍戸
家俊を祀る。家俊は修験
道の達人として、室町末
期の京都で活躍したと伝
わる謎多き人物

宍戸隆家生誕500年記念企画展　安芸宍戸氏
〈企画展 展示解説開催〉（申込不要）
・日時：期間中毎週土曜日 11時より
・解説：当館学芸員

【宍戸氏略系図】
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安芸宍戸氏略年表

永正13年（1516）：元源、毛利氏と交戦
永正15年（1518）：隆家誕生・元家死去
天文3年（1534）：隆家、元就娘と婚約
天文9・10年（1540・1541）：郡山合戦に加勢
天文11年（1542）：元源死去
永禄6年（1563）：隆家三女と毛利輝元婚約
文禄元年（1592）？：隆家死去
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